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我
闘
中
央
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政
策
史
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一
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序

設

費
本
主
義
制
匿
に
お
け
る
中
央
銀
行
の
量
的
信
用
餅
制

H
わ
け
て
利
子

率
政
策
の
意
義
は
ピ
1
凶
作
際
令
以
後
一
九
=
一

0
年
代
に
ま
る
ま

e幾
多
の

-
恐
慌
の
試
錬
と
理
論
的
批
判
に
た
え
亡
向
そ
の
政
策
体
系
に
お
け
る
中
問

的
地
位
を
保
つ
亡
き
た
。
ぞ
れ
は
削
引
利
事
政
策
か
ら
一
般
的
金
利
政

策
へ
更
に
そ
の
補
強
と
し
て
の
公
開
市
賜
政
関
へ
の
力
点
的
移
行
仁
拘
ら

ず
、
な
を
物
慣
安
定
の
或
ひ
は
去
気
安
定
の
管
制
高
地
た
る
位
胃
を
信
じ

ら
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。
だ
が
第
一
夫
大
職
後
1
三

0
年
代
交
を
の
体
験

は
こ
の
阪
な
夢
ー
却
を
打
破
る
に
十
分
で
あ
っ
た
G

政
策
体
誌
の
貫
心
は
徐
々
に
か
急
速
に
か
財
政
政
策
H
公
共
投
資
政
策

に
移
行
を
は
じ
め
理
論
的
に
も
利
子
事
政
策
の
限
界
が
宜
伸
さ
れ
、
政
策

体
系
の
童
、
U
は
銀
行
政
策
よ
り
離
れ
る
に
到
っ
た
。
そ
れ
は
所
開
財
政
の

第
七
十
-
程

第
四
焼

四
y、、

力A

四

の

駒

里子

郎

金
融
化
、
金
融
の
財
政
化
な
る
事
態
に
他
な
ら
ず
鰹
商
理
論
そ
の
も
の
も

叉
急
速
に
財
政
政
策
リ
公
共
投
禿
政
策
を
中
出
と
す
る
極
慣
の
総
体
的
安

定
の
分
析
に
移
行
す
る
。

こ
の
よ
う
な
政
策
・
理
論
の
移
行
は
質
弊
制
度
に
お
い
て
は
金
本
位
制
度

か
ら
管
盟
通
貨
制
度
へ
の
移
行
と
表
裏
置
拙
附
す
る
事
態
で
あ
り
、
逆
に
い

え
ば
資
本
主
義
体
制
に
於
け
る
矛
盾
の
激
伯
、
体
制
の
危
機
の
貨
幣
的
表

現
と
そ
の
脆
却
の
た
め
の
財
政
に
よ
る
補
強
過
程
に
他
な
ち
ず
、
所
調
関

家
澗
占
資
本
主
義
体
制
へ
の
移
行
を
物
詩
る
も
の
と
い
え
る
の
で
あ
る
。

そ
の
よ
r
つ
な
政
策
君
、
U
の
推
移
は
昨
夜
の
中
央
銀
行
の
量
的
統
制
を
質

的
統
制
(
信
用
の
)
に
置
換
し
、
財
政
政
策
を
逆
に
補
強
す
る
も
の
と
し
亡

の
中
央
銀
行
統
制
の
強
化
に
導
く
の
で
あ
る
@
銀
行
政
策
の
重
心
低
下
白

推
移
は
以
上
白
如

4
で
あ
る
が
、
一
方
銀
行
政
策
が
何
故
、
商
業
手
形
割

引
を
中
心
と
す
る
刊
引
利
半
政
品
川
よ
均
一
般
的
利
辛
政
策
へ
と
礎
化
し
、



+
引
い
で
低
金
利
政
策
の
恒
常
的
推
進
と
公
開
市
場
政
策
へ
と
そ
の
形
閣
を

同
化
せ
し
め
、
更
に
質
的
信
用
統
制
へ
と
推
移
し
た
か
、
車
に
量
的
信
用

政
策
の
限
界
点
の
指
摘
究
明
は
、
今
日
の
あ
ら
ゆ
る
信
用
論
に
明
記
さ
れ

亡
い
る
が
、

ζ

の
点
は
あ
ま
り
問
題
に
さ
れ
て
い
な
い
。
政
鍬
の
限
界
と

失
敗
は
、
盟
に
貿
駄
の
失
敗
と
し
て
片
附
け
ら
れ
、
そ
の
政
能
の
も
っ
た

意
義
と
そ
の
本
質
は
寅
験
失
敗
の
名
の
下
に
隠
蔽
さ
れ
て
い
る
。
だ
が
閣

家
と
同
じ
く
中
央
銀
行
政
策
も
叉
資
本
主
義
制
度
目
産
物
と
し
て
中
立
性

を
誇
一
目
す
る
と
と
は
許
き
れ
な
い
。

中
央
銀
行
制
度
そ
の
も
の
の
援
生
が
資
本
主
義
の
丙
在
的
論
理
に
お
い

己
生
れ
た
こ
と
は
こ
の
ζ

と
を
明
ら
か
に
物
語
っ
て
い
る
。
そ
し

τ中
央

銀
行
政
策
の
推
移
事
態
も
資
本
主
義
の
設
展
、
そ
の
矛
盾
の
開
花
に
促
醸

し
亡
そ
の
形
態
を
鴎
化
し
た
の
で
品
っ
て
そ
れ
自
体
夫
々
の
段
階
に
お
け

る
事
在
理
由
を
も
っ
た
の
で
ら
る
。

銀
行
政
策
が
先
づ
剖
引
利
率
政
策
と
し
亡
出
援
し
た
の
は
醇
業
費
芹
主

義
の
躍
進
期
に
お
け
る
中
央
銀
行
の
一
信
用
提
輿
め
形
簡
が
銀
行
自
体
の
賢

力
の
末
集
中
と
産
業
資
本
自
体
の
未
成
熟
性
に
よ
っ
て
制
約
さ
れ
、
回
流

の
危
機
を
比
較
的
回
避
さ
れ
る
商
業
手
形
割
引
に
貸
付
資
本
の
増
殖
地
盤

を
見
出
し
た
か
ら
で
あ
っ
て
、
と
の
段
階
に
あ
っ
て
は
こ
れ
に
働
き
か
け

亡
資
金
量
を
調
節
す
る
割
引
利
率
政
策
が
貨
幣
載
量
の
統
制
と
結
合
し
て

打
出
さ
れ
た
の
で
あ
り
ピ
1
ん
僚
令
に
基
話
づ
け
ら
れ
た
イ
ン
グ
ラ
ン
ド

銀
行
こ
そ
そ
の
古
典
的
荷
ひ
手
に
他
な
ら
な
か
っ
た
@
そ
し
℃
そ
れ
と
そ

閉
に
個
別
的
な
貸
付
資
本
と

L
て
で
は
な
く
、
常
に
綿
腎
本
的
バ
タ
ク
ポ

我
闘
中
央
銀
行
政
策
史
の
一
断

-Yと
し
て
の
中
央
銀
行
の
機
能
遂
行
の
主
事
形
態
で
あ
っ
た
の
で
島
る

。
と
こ
ろ
が
、
斉
本
集
中
制
度
が
株
式
脅
祉
制
度
(
有
仮
調
雰
制
度
)
を
全
面

的
に
利
用
し
は
じ
め
、
信
用
制
度
上
結
合
し
て
資
本
の
集
中
を
促
進
し
、
同

時
に
信
用
機
構
の
集
中
正
集
積
が
生
じ
て
く
る
と
、
私
立
銀
行
の
信
周
提

興
の
形
態
は
失
第
に
商
業
苧
形
剖
引
よ
り
手
形
貸
村
の
形
態
に
震
心
を
移

行
し
そ
れ
に
つ
れ
て
中
央
銀
行
の
信
用
提
輿
の
形
臨
も
叉
手
形
割
引
に
限

ら
れ
ず
、
手
形
貸
付
首
座
貸
越
等
の
形
態
を
多
〈
と
る
に
到
っ
て
割
引
別

軍
政
策
は
一
般
的
利
車
政
策
へ
推
移
す
る
。
そ
れ
と
共
に
私
立
銀
行
は
中

央
銀
行
依
存
を
脱
却
し
、
所
謂
貨
幣
信
用
に
代
る
に
資
本
信
用
が
有
便
器

券
制
度
を
煤
介
と
し
て
強
力
に
打
出
さ
れ
る
よ
ラ
に
な
る
と
、
中
央
銀
行

の
利
率
政
探
日
金
利
政
策
は
も
は
や
市
中
金
利
へ
の
統
制
力
を
も
た
ず
、

こ
と
に
公
開
市
場
政
策
に
よ
る
利
翠
政
突
の
補
強
が
日
程
に
よ
る
の
で
あ

る
。
イ
ン
グ
ラ
シ
ド
銀
行
に
お
い
て
も
か
か
る
公
開
市
場
操
作
が
産
業
資

本
時
立
期
以
後
に
お
い
亡
は
十
九
世
紀
後
半
以
前
に
遡
旬
、
え
ず
そ
れ
が
寵

際
通
貨
政
策
と
し

τ所
用
さ
れ
た
の
は
一
九
二
五
年
の
金
解
禁
以
降
の
こ

と
で
あ
る
。
又
ア
メ

p
カ
に
お
い
て
も
必
開
市
場
操
作
に
闘
す
る
規
定
が

設
け
ら
れ
た
D
は
一
九
一
一
二
年
の
連
邦
情
備
制
区
制
定
以
降
む
こ
と
に
麗

し
、
然
も
そ
の
活
用
令
見
る
に
到
っ
た
の
は
一
九
二
三
年
で
あ
り
、
共
に

第
一
次
大
戦
以
後
の
と
と
に
闘
す
る
の
は
と
の
ζ

と
を
物
館
っ
て
い
る
@

そ
し
て
か
も

A

る
礼
世
間
市
場
操
作
の
媒
介
体
た
る
図
債
(
主
芭
し
て
煩
刷
告

の
増
加
そ
の
も
の
も
豆
濁
占
と
集
中
が
競
事
と
外
圏
布
場
支
配
に
連
な
る

故
に
穀
雫
を
誘
授
せ
し
め
、
も
っ
て
公
信
用
の
蹟
大
を
導
い
た
結
果
に
他

第
七
十
一
巻

九
五

第
四
現

四
九



我
闘
中
央
銀
行
政
策
史
の
一
助

な
ら
な
か
っ
た
。

同
時
に
こ
の
段
階
に
お
い
て
は
す
E
に
資
本
主
義
洗
湖
の
諸
相
が
所
謂

体
制
的
危
機
と
し
て
資
本
主
義
諸
闘
に
蔽
ひ
か
ぶ
さ
り
不
況
の
慢
性
化
が

生
じ
て
〈
る
結
果
、
中
央
銀
行
は
有
値
詮
非
制
度
《
株
式
食
世
制
度

V

の
も
止

に
資
本
形
成
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
高
利
率
政
策
は
行
ひ
得
ず
一
貰
し
て
低
金

利
政
策
を
遂
行
す
る
こ
と
に
な
る
e
そ
し
亡
こ
の
低
金
利
政
策
自
体
常
に

膨
脹
す
る
財
政
需
要
を
悶
ー
だ
す
た
め
の
図
債
債
格
維
持
と
図
償
費
軽
誠
白

根
幹
で
あ
っ
た
。
渚
大
な
遊
休
貨
幣
資
本
の
現
は
れ
た
ア
メ
リ
カ
の
場
合

に
は
更
に
準
備
寧
陳
作
が
附
加
さ
れ
た
。

け
れ
ど
も
こ
の
よ
ラ
な
不
況
下
の
貸
付
資
本
の
過
売
は
頭
宣
資
本
の
遍

売
と
相
ま
っ
て
、
こ
れ
ら
諸
統
制
手
段
に
よ
る
不
況
回
避
を
無
力
化
し
、

か
く
て
「
ぜ
ラ
ミ
ツ
ド
の
建
迭
、
地
震
な
レ

L
戟
容
で
さ
へ
富
の
培
進
に

役
立
ち
得
る
」
と
ケ
イ
ン
ズ
を
し
て
言
は
し
め
た
事
態
が
浮
び
上
る
こ
と

ド
ド
な
る
。

r一
と
に
公
共
投
賛
政
策
、
或
い
は
軍
旗
に
よ
る
財
政
の
膨
肢
に

よ
り
遊
休
貨
幣
資
本
を
既
牧
し
、
貸
付
斉
本
に
増
殖
地
岬
舶
を
興
へ
る
と
共

に
費
本
の
投
資
機
曾
を
概
大
ず
る
浪
費
の
時
代
が
一
九
コ
一

0
年
代
の
半
ば

以
後
町
ス
ロ

E
ガ
シ
と
な
る
の
で
あ
る
@

か
〈
て
と
の
段
階
に
持
い
之
は
中
央
銀
行
政
策
は
怠
丈
な
財
政
資
金
白

調
達
を
ま
か
な
ひ
、
軽
度
の
イ
ン
フ
レ
を
助
長
し
つ
L
、
間
債
を
市
中
に

放
品
ナ
る
と
と
に
よ
っ

c遊
休
貨
幣
資
本
を
盟
牧

L
、
臨
時
に
お
い
て
は

イ
ン
ア
レ
の
悪
性
化
を
お
さ
え
、
一
方
闘
家
的
要
詩
に
拾
う
資
金
調
達
と

資
金
自
分
を
行
う
ベ
〈
従
来
の
量
的
統
制
方
式
よ
り
質
的
眉
用
統
制
へ
と

第
七
十
一
巻

五

O

自
ら
の
立
場
を
従
蹄
せ
し
め
る
ζ

と
と
な
る
の
で
あ
る
。
こ
の
と
と
は
量

的
統
制
の
消
滅
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
ぐ
そ
れ
を
包
括
す
る
も
の
で
あ

る
こ
と
は
い
ふ
ま
で
も
な
い
。
も
と
よ
り
と
の
過
程
は
諸
濁
占
集
中
の
根

幹
と
し

τの
機
能
を
強
化
ナ
る
も
の
で
あ
っ
て
何
ら
資
本
主
義
制
度
の
安

定
を
確
保
す
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
。

銀
行
の
量
的
統
制
同
体
は
そ
れ
白
体
限
界
を
も
っ
、
む
し
ろ
そ
れ
は
世

曾
的
憾
資
本
的
再
生
産
流
通
に
規
定
さ
れ
る
の
で
あ
っ
て
利
子
政
策
芸

関
市
場
敬
罪
を
含
め
て
v

は
決
し
亡
投
機
を
十
分
に
抑
制
し
、
或
い
は
投
喬
泊

剰
を
お
さ
え
、
一
方
不
況
に
お
い
て
再
生
霊
の
洗
動
性
を
高
め
、
景
気
回

復
に
資
ず
る
こ
と
は
出
来
な
し
む
モ
の
ζ

と
は
す
で
に
多
く
の
人
々
に
よ

っ
て
指
摘
さ
れ
た
所
で
あ
る
ω

だ
か
ら
と
い
っ
て
中
央
銀
行
の
政
策
が
、
何
ら
の
意
義
を
も
た

F
、
又

中
立
性
を
保
持
し
た
と
い
づ
こ
と
は
間
違
っ
て
い
る
@
何
故
な
ら
量
的
統

制
自
体
多
〈
の
場
合
費
金
供
給
の
選
揮
的
質
的
統
制
が
背
後
に
か
く
さ
れ

亡
い
た
か
ら
芭
あ
る
。
も
と
よ
り
そ
れ
は
個
別
資
本
(
貸
付
主
主
の
立
場

に
お
い
て
利
益
を
追
及
し
た
の
で
叫
な
〈
、
わ
し
ろ
常
に
栂
資
本
家
の
利

径
を
パ
W

ノ
グ
ア
ッ
プ
し
濁
占
へ
の
移
行
と
共
に
徳
金
融
朗
々
資
本
の
利
益

を
パ
ツ
グ
ア
ッ
プ
す
る
も
の
と

L
〈
読
は
れ
る
の
で
あ
る
。
モ
し
て
こ
む

こ
と
は
中
央
銀
行
政
鴛
が
百
按
に
岡
家
の
統
制
を
う
け
こ
し
よ
う
と
或
ひ

は
相
針
的
な
濁
自
性
を
保
つ
亡
い
る
場
合

F
一V

て
の
イ
ン
グ
ラ
ン
V
密
行
)
に

お
い
て
も
同
じ
で
あ
る
Q

こ
lλ

仁
所
詞
中
立
仙
川
の
ザ
エ
ー
ル
が
蔽
わ
れ
、

事
熊
の
本
質
が
隈
持
さ
れ
る
危
機
が
積
た
わ
る
の
で
あ
る
。

一一九六

第
四
挽



以
と
の
諸
過
程
は
も
と
よ
り
常
該
資
本
主
義
の
構
浩
に
よ
句
撞
々
異
な

る
形
態
を
も
ち
文
統
制
そ
れ
自
体
の
効
果
も
叉
異
な
る
と
と
は
い
う
を
で

も
な
い
。
同
時
に
叉
弐
の
と
ー
と
も
情
摘
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ず
な
は

ち
中
央
銀
行
の
送
行
ナ
る
政
策
は
金
融
政
策
の
す
べ
て
で
は
な
い
Q

慣
義

の
意
味
に
お
い
亡
は
閣
の
金
融
政
策
は
常
に
貨
幣
金
融
政
策
と
し
て
通

貨
政
策
・
貨
幣
制
度
政
策
を
内
包

L
、
上
記
せ
る
量
的
質
的
統
制
の
他
に

金
問
制
度
政
策
、
矯
替
政
策
、
金
政
策
等
々
の
綱
括
的
諸
政
策
を
そ
の
内

部
に
有
す
る
も
り
で
あ
る
。
中
央
銀
行
の
政
紫
は
と
の
慣
義
の
政
策
の
一

部
を
代
行
す
る
に
す

P
な
い
Q

同
時
に
中
央
親
行
位
盟
に
上
記
せ
る
量
的
検
制
乃
至
質
的
統
制
の
み
を

指
向
す
る
も
の
で
は
な
い
。
ヒ
記
せ
る
貨
幣
金
融
政
策
の
大
部
分
は
と
の

様
な
中
央
銀
行
乞
通
じ
て
そ
の
政
策
目
標
の
達
成
を
指
向
す
る
か
ら
で
あ

る
。
中
央
銀
行
内
機
能
を
附
に
量
的
統
制
乃
君
質
的
統
制
町
内
部
に
極
限

す
る
と
き
、
中
央
銀
行
の
府
級
的
本
質
と
そ
の
機
能
仕
と
の
よ
う
な
腕
義

的
統
制
の
中
に
坦
浪
し
院
純
な
貨
幣
金
融
政
策
の
メ
カ
ニ
ス
ム
を
護
少
化

す
る
危
機
を
も
つ
の
で
あ
る
。
だ
が
い
ま
は
と
の
推
移
過
程
の
す
べ
て
を

考
察
の
抑
制
裂
と
す
る
と
止
は
許
古
れ
な
い
。
我
々
は
以
下
に
お
い
て
わ
が

悶
貨
幣
金
融
政
掠
の
中
植
を
な
す
中
央
銀
行
政
策
の
機
能
的
推
移
を
ぎ
づ

金
解
禁
下
を
劉
象
と

L
K記
せ
る
狭
義
的
政
紫
(
量
的
統
制
)
の
効
罪
を
中

心
に
中
央
銀
行
を
通
じ
て
護
現
す
る
諸
々
の
金
剛
政
策
に
簡
取
に
ふ
れ
つ

L
そ
の
本
質
を
把
握
し
、
先
述
せ
る
中
央
銀
行
政
策
推
移
の
論
理
と
効
罪

仁
山
口
ナ
る
端
緒
的
な
ス
ケ
ヲ
チ
を
興
え
て
み
よ
う
。

我
問
中
央
銀
行
政
策
史
の
一
勧

、

叙
述
内
方
法
は
ζ
こ
で
は
日
本
資
本
主
義
の
構
色
、
そ
の
展
開
よ
り
の

開
納
的
、
な
わ
が
閣
の
特
質
の
分
析
に
で
は
な
く
、
政
策
の
具
体
的
展
開
か

ら
の
中
央
銀
行
政
策
の
一
般
的
性
質
が
中
、
む
を
た
し
て
い
る
@

語
川
国
司
『
ロ
ロ

n
p芯
コ
占

5
2
~
2
k
k
f
-
R
J
a
z
z
-
吋
ERr-

s
u
p
H
U
目白
AH

同
冨
岡
喜
ロ
2
u
日
2
3
t
叶
T
E
Y
ミ
岡
達
、
~
3，

S
S
F
L「豆町、尚昆
b
3
R
-
b
向。吉川ア
H
C
M
F
H
V
H
J
叫印、】
V
U
]
[
印
ハ
ン
セ
ン

「
財
政
政
策
k
長
気
循
環
」
都
留
肯

J

人
一
詩
司
認
し
か
し
こ
の
よ
う

な
湾
え
方
は
新
ら
し
い
も
の
で
は
な
〈
、
カ
ン
テ
イ
ヨ
ン
・
ト
ウ
E
グ

等
に
も
見
ら
れ
る
と
と
ろ
で
あ
る
。
理
論
構
成
は
全
〈
異
な
る
が
マ
ル

グ
ス
も
亦
同
巳
、
こ
れ
に
つ
い
て
は

y
y
プ
「
政
治
畑
出
荷
墜
と
資
本
主

義
」
岡
稔
謂
司
'
口
や
l

ロω
戸
問
。

E
E。ロ
u
hミ
同

E
Z誼
足
島
己
主

回

B
E
E
n同
串
当
-
U

∞
匂
・
包
参
照

解
禁
準
備
停
に
お
け
る
日
本
銀
行
政
策

(
そ
由
一
)
一
九
二
七
年
〔
昭
和
二
年
)
の
金
融
恐
慌
は
そ
の
仲
村
理
詰

過
程
の
中
に
巨
大
銀
行
資
本
の
強
大
化
を
促
進
し
た
。
何
故
な
ら
弱
少
銀

行
の
倒
産
を
お
そ
れ
た
預
金
は
都
市
士
銀
行
主
郵
便
貯
金
に
除
λ
し
た
か

ら
。
あ
る
。
同
時
に
ご
七
年
三
月
二
九
日
に
公
布
さ
れ
た
銀
行
法
三
一
八
勾

一周一

HFJ川
一
出
い
か
か
る
集
中
の
上
か
ら
の
促
進
で
あ
っ
た
。
一
九
二
六
年

全
開
脅
迫
銀
行
の
一
一
四
回

σあ
っ
た
主
大
銀
行
二
一
葦
=
咋
住
友
第
一
安
田
)

の
預
金

ι一
一
七
年
三
一
%
、
=
入
年
三
一
一
一
%
仁
、
貸
出
比
二
六
年
二
O
%
か

ち
ご
入
年
二
四
財
へ
ム
協
進
ぃ
、
有
償
説
穿
設
費
は
二
六
年
三
九
%
か
ら

=
入
年
四
O
同
に
上
向
。
(
各
年
き
普
通
銀
行
・
貯
蓄
銀
行
の
年
減
少
数
は

第
七
十
一
念

九
七

五

第
四
披



我
闘
中
央
銀
行
政
成
史
の
一
帥

二
六
年
一
二
六
行
、
二
七
年
一
間
入
行
、
二
八
年
一
一
六
五
行
に
達
す
し
例
。

a

と
の
過
艇
は
、
巨
大
銀
行
の
日
銀
依
存
を
院
却
せ
し
め
る
も
の
で
あ
っ

た
。
逆
に
日
銀
へ
の
市
中
銀
行
の
預
金
位
増
加
し
、
恐
慌
前
の
主
千
万
円

前
後
か
ら
二
七
年
九
千
八
百
万
円
(
月
下
企
制
は
百
万
円
N

以
下
切
捨
)
二
九
年
は

一
億
五
千
万
円
(
年
末
時
前
三
平
均
残
高
二
、
三
憶
に
述
ナ
る
も
の
で
あ

り
、
一
方
日
銀
貸
出
は
不
況
の
進
展
と
共
に
一
般
向
資
金
需
要
は
減
退

し
、
免
換
雰
設
行
高
は
平
均
三
一
、
=
一
億
に
と

E
ま
旬
、
恐
慌
前
と
大
差

が
力
ぃ
。
民
間
貸
出
(
別
引
手
形
)
は
恐
慌
救
消
の
所
詞
「
特
恥
」
に
よ
り

二
六
年
よ
内
情
加
せ
る
も
八
億
七
俄
の
暗
闘
に
仲
滞
L
、
し
か
も
貸
出

戸
到
す
る
特
融
比
率
は
二
七
年
末
四
九
%
よ
均
三
九
年
末
九
二
%
に
増
加

L
、
そ
れ
ら
特
融
に
よ
る
救
済
如
、
預
が
主
主
し
E
不
良
銀
行
の
固
定
貨
に

閥
抗
円
さ
れ
て
回
収
き
れ
ず
、
不
良
銀
行
は
殆
ん
巨
大
銀
行
へ
の
債
務
の
解

瀦
に
資
金
を
営
て
た
と
と
を
考
慮
す
れ
ば
巨
大
財
閥
銀
行
の
資
力
増
大
は

朗
ら
か
で
あ
旬
、
と
れ
ら
銀
行
の
同
部
依
存
段
は
少
な
か
っ
か
。
か
く
て

金
解
禁
前
の
金
融
事
情
は
明
白
に
と
れ
ら
巨
大
銀
行
土
の
日
銀
の
金
利
政

策
の
無
力
化
を
表
示
し
て
い
允
。
な
ぜ
な
ら
大
銀
行
は
そ
の
資
金
を
日
銀

に
工
っ
て
拘
市
き
れ
な
か
っ
?
に
か
ら
で
あ
る
Q

'

も
っ
と
も
そ
の
と
と
宵
体

不
加
と
日
銀
の
教
問
融
資
に
よ
っ
在
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
の
だ

泊。

一記

ω
こ
の
鈍
行
法
は
従
来
の
鍵
行
介
同
奨
附
を
一
世
一
進
め
た
上
か

ら
の
集
中
関
で
あ
り
、
段
限
資
本
金
を
一

O
O万
円
・
人
口
一
方
以
下

の
町
村
に
本
府
を
有
す
る
も
の
は

rIρ
万
円
夜
前
大
阪
で
は
二

O
O万

第
七
十
一
程

五三

九
y、
第
出
競

円
し
ι
定
め
そ
れ
以
下
町
小
銀
行
の
存
績
は
五
年
の
踏
全
期
間
を
興
え
て

禁
止
す
る
こ
と
を
主
な
内
容
と

L
た
。
会
布
常
時
無
資
格
銀
行
敏
六
七

五
行
に
の
ぼ
っ
た
@
朝
日
抑
制
酒
年
史
昭
和
三
年
版
同
v
g
H
U
H
M

以

下
町
史
と
略
ナ
。

間
高
橋
亀
吉
「
円
本
金
融
論
」
附
随
統
計
司
区

間

同

L

ω
橋
爪
間
男
「
銀
行
説
本
」
銀
行
政
累
年
異
動
表
に
よ
る
。

問
特
別
融
通
の
第
一
山
政
は
大
正
九
年
の
大
反
動
に
際
し
ζ

円
銀
の

行
っ
た
救
画
融
資
に
は
じ
ま
る
@
そ
の
後
特
別
融
通
は
大
E
十
一
一
年
目

震
市
民
恐
慌
に
際
L
、
救
済
の
た
め
行
は
れ
、
(
政
府
補
償
)
昭
和
二
年

の
金
融
恐
慌
救
済
の
た
め
、
亦
台
銀
救
隣
の
た
め
行
は
れ
た
。
(
共
に

政
府
補
償
)
(
我
関
金
融
制
度
の
研
究
・
吉
野
使
湾
著

H
V

畠

I
臼
)

刷
朝
日
昭
商
年
史
特
崎
・
唱
和
財
界
史

M
V
Z

間

同

H
V
'
a

年
史
昭
和
一
二
年
版

]
Y
M
笥

!

問りるイと主年 L
債えたンれ義春 た(
はなめフは宇土。そ
二 いのレ二改りか四
六遊オ防七め日かニ
年資ベ止年て&1<る)
51:救レのの市 は 遊
の間 I オ京場所主主だ
こ のシベ京公有をが
億たヨレ組事会救 J;(
ごめンq、1 合の 償消と
百のとりシ銀方をすの
7)オ銘ヨ行針市ペ過
円ヘラ シ の に 中〈程
か レ た、決制に、は
I? 1 れ或議じ費市巨
二 ν たひに ;fj却中大
入 ヨ とは追中し銀銀
年ンの目脂融、 f〒行
末で i同銀し詮政のの
ーあ 和 統 た の 府要世
依 つは制も救ま現資
六た'I.'!力の慌たにの
千。はをでに公限吾妻
三日流同島向{ffえ生
百銀 i且復つつ非てを
万所にきた幻t~1)自主二諜
円 有入せ 味



調
純
明
に
減
じ
、
全
閑
普
通
銀
行
の
明
倍
所
有
は
そ
の
問
九
億
七
千
二
百
万

円
か
ら
一
四
股
入
千
台
千
円
万
円
忙
晴
加
し
、
五
大
鈍
行
は
一
一
慌
五
丙
万
円

の

か
ら
五
億
九
4

三
百
々
円
と
よ
句
念
速
に
増
加

L
て
い
る
。

巨
大
銀
行
は
と
れ
で
も
前
足
し
な
か
っ
た
。
彼
等
は
さ
ら
に
海
外
市
場

に
お
け
る
外
貨
邦
伏
町
、
，
質
入
れ
を
煎

L
、
一
一
七
年
に
は
一
億
円
以

k
民
主

げ
た
と
い
わ
れ
亡
い
る
ザ
不
況
の
進
民
に
伴
ふ
産
業
資
金
持
要
の
波
少
、

起
依
市
場
の
不
授
は
か
〈
銀
仔
角
本
の
用
地
の
基
礎
を
閥
家
信
用
に
求
め

る
に
到
ち
し
め
た
わ
け
で
あ
る
。
全
悶
普
通
銀
行
の
閑
債
所
有
比
率
は
一
一

六
年
末
二
六
財
か
ら
-
入
年
末
コ
一
五
%
、
五
大
銀
行
所
有
問
債
の
全
調
味
回

通
銀
行
所
有
閣
債
に
剖
ず
る
比
率
は
二
八
年
末
四
O
%
に
上
っ
て
い
る
。

註

ω
昭
和
財
界
史

p
a
ω
年
史
昭
和
三
年
版
〕
V

M

∞
ー
に

は
ム
ヘ
且
中
旬
東
京
組
合
銀
行
幹
事
官
は

H
日
本
銀
行
に
白
け
る
市
中

銀
行
の
首
隅
預
金
に
利
r

居
を
附
け
る
と
と

H
H

目
本
銀
行
に
お
い
て
公

債
を
胃
買
す
る
と
と
ま
た
大
臓
省
を
し
て
よ
般
有
簿
や
濯
行
こ
と
な

E

を
決
議
す
る
に
到
っ
た
こ
と
が
の
べ
ら
れ
に
い
令
。

ω
昭
和
財
界
史
M
V

∞
出
川
同
日
本
金
制
論
附
統
同
M

E

ω
年
史
昭
和
一
ニ
年
版
刊
日
∞
叶
大
内
兵
衛
日
本
会
債
論
同
M

M

g

川
刷
円
本
金
融
論
附
統

H
v
a
R
M
び

司

自

(
そ
の
=
一
}
け
れ

E
も
日
鍵
の
一
般
預
金
仕
二
九
年
に
入
っ
て
も
い

き
さ
か
も
欝
化
し
な
か
か
っ
た
。
市
中
金
利
比
二
六
年
の
ニ
・
四
一
=
銭
か

ら
二
七
午
ニ
・
O
入
館
、
二
入
年
一
・
入
入
鏡
と
下
が
り
〔
東
す
制
行
集
合
所

献
日
銀
行
割
引
日
阜
市
手
町
三
円
銀
割
引
歩
合
雨
空
手
形
割
引
考
古
も
そ
れ
に
追

我
問
中
央
銀
行
政
策
史
の
一
齢

随

L
亡
二
六
年
十
月
の
了
凡
楠
掛
か
ら
二
七
年
三
月
一
・
一
ヘ
銭
、
十
月
令
.

主
銭
と
下
が
り
、
問
債
柄
引
保
貸
付
利
翠
も

4

・
八
銭
か
ら
二
七
年
三
月
一

・
七
銭
、
十
月
一
二
ヘ
綾
と
引
っ
十
げ
ら
れ
た
。
だ
が
ζ

の
慌
た
間
金
利
政

策
は
何
ら
の
解
決
策
で
は
な
か
っ
た
。
た
だ
そ
れ
は
低
金
利
「
魚
じ
た
一

流
曾
枇
の
高
利
社
債
の
借
替
え
を
な
き
し
め
る
と
と
に
よ
っ
ζ

余
利
負
砲

を
誼
減
し
、
ま
た
一
般
利
姐
仇
引
の
医
落
は
減
刑
の
口
慢
と
な
り
事
業
整
担

に
非
常
な
便
宜
を
民
え
介
に
と

J
V
旬
、
中
小

E
業
者
或
ひ
は
農
村
を
う

る
ほ
す
も
の
で
は
更
に
な
か
っ

h
Q
か
〈
て
資
金
編
在
の
矛
盾
と
附
方
へ

の
資
金
涯
一
泊
の
盟
は
高
ま
り
、
預
金
祁
を
通
じ
て
一
部
は
全
同
賞
府
腕
に

融
通
き
れ
地
方
債
の
借
換
え
に
用
い
ら
れ
れ
ん
が
、
そ
れ
に
よ
っ
て
所
有
す

る
高
利
地
方
債
を
償
還
さ
れ
た
地
方
銀
行
仕
紋
等
の
大
銀
行
に
到
す
る
債

務
返
済
に
そ
れ
を
用
い
、
大
部
分
財
閥
銀
汗
に
也
戸
甲

L
、
何
ら
商
工
諜
者
・

農
民
の
資
金
織
を
絞
刺
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
大
隈
行
へ
の
預
金
集

中
は
中
小
工
業
者
を
相
手
唱
と
す
る
銀
行
の
賢
力
を
著
波
宮
し
め
、
金
融
的

に
彼
等
を
窮
地
に
追
ひ
ど
む
の
で
あ
る
@
低
金
利
政
舟
と
は
一
般
に
こ
白

よ
う
な
も
の
で
あ
る
と
し
に
は
ア
メ
リ
カ
も
同
じ
で
あ
る

Q

全
悶
銀
行
の
平

均
割
引
目
安
二
六
年
三
・
八
銭
二
入
年
二
・
五
時
間
と
低
下
す
る
も
売
述
の
東

京
市
中
金
利
に
比

L
高
い
と
と
も
亦
と
の
と

ι守
物
需
る
一
指
標
と
な
ろ

う
。
そ
れ
以
上
に
彼
且
門
別
前
期
的
高
利
貸
喬
本
の
支
師
を
づ
け
亡
い
た
こ

と
は
謂
ふ
ま
で
も
な
い
。

第
七
十
之
喧

フL
九

昭
和
財
界
史
司
自
そ
ζ

に
は
叉
弐
の
ご
と
く
の
べ
ら
れ
て

五

註
(1) 

第
四
挽



我
問
中
央
銀
行
政
情
史
の
一
蹴

い
る
「
中
小
商
工
業
者
は
自
分
達
と
は
ま
る
で
線
の
な
い
遠
い
世
界
に

お
け
る
金
融
が
緩
慢
に
な
れ
ば
な
る
ほ
ド
委
融
的
に
は
一
段
と
窮
地
に

迫
ひ
や
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
L

k

u

高
利
祉
債
の
借
換
え
に
つ
い
て

は
年
史
昭
和
四
年
版
司
・
曲
目
鼻
照
。

問
日
本
公
債
論
同
Y
出
。
印
昭
和
財
界
史
司
自

聞
こ
れ
に
つ
い
て
は
例
支
は
ザ
イ
ド
ロ
フ
ス
キ
1

「
ア
メ
リ
カ
の

信
用
反
ぴ
信
用
政
策
」
世
界
制
済
調
査
曾
諜
告
所
。

ω
白
井
規
知
雄
「
日
本
の
金
融
機
倒
L
H
V
M
E

融
機
関
」
の
項
参
照
Q

「
前
資
本
制
的
金

解
禁
直
前
に
お
け
る
同
本
銀
行
政
策

(
そ
由
一
〕
金
解
禁
は
と
の
上
う
な
巨
大
銀
行
の
優
位
の
確
立
と
そ

の
閑
家
信
用
へ
の
寄
生
化
の
下
に
、
更
に
一
層
的
集
中
と
調
杵
を
確
立
せ

ん
と
す
る
金
融
責
本
の
熱
望
す
る
〉
し
こ
ろ
と
な
っ
た
。

膏
平
懐
解
禁
ζ

そ
巨
大
銀
行
の
習
債
杵
を
強
化

L
、
通
貨
収
縮
に
よ
る
弱

少
企
業
の
整
理
に
土
っ
て
集
中
を
促
進
せ
し
め
非
濁
占
資
本
へ
の
際
力
を

強
化
す
る
無
二
の
方
策
で
あ
り
、
し
か
も
か
か
る
デ
フ
レ
政
策
を
賞
施
す

る
に
十
分
な
基
礎
を
輿
え
ら
れ
介
も
の
と
過
信
せ
し
め
る
に
ナ
分
で
あ
っ

た
@
何
故
な
ら
イ

γ
ノ
レ
政
策
は
強
制
貯
蓄
に
よ
る
集
中
期
果
を
も
っ
反

回
流
通
過
程
え
の
資
金
の
逃
避
脅
'
も
た
ら
し
他
国
物
偵
高
を
引
き
お
こ

L

中
小
商
工
業
を
逆
に
湿
存
せ
し
め
る
も
の
で
あ
る
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。

同
時
に
金
融
資
本
は
こ
れ
に
土
っ
て
企
業
の
合
思
化
を
押
し
進
め
、
日

第
七
十
一
巻

一一一

0
0
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四
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銀
救
酒
融
資
に
よ
っ
て
遷
延
さ
れ
問
時
に
か
か
る
過
程
に
お
い
て
高
め
ら

れ
た
物
慣
に
よ
る
悶
際
的
競
事
力
の
弱
体
化
を
回
復
し
、
輸
出
を
増
進
せ

し
め
、
輸
入
を
医
縮

L
、
も
っ
て
不
況
を
か
か
る
デ
フ
レ
政
策
の
也
、
と
に

乗
切
ろ
ラ
と
し
た
の
で
あ
る
。
同
時
に
彼
等
位
周
替
下
一
持
を
防
止
し
、

E

貨
の
減
少
を
防
ぎ
、
漫
性
的
入
超
ぞ
相
殺
す
る
外
資
流
入
と
外
債
募
集
の

好
僚
件
を
陪
保
せ
ん
と
し
た
の

eあ
る
。

L
か
も
金
解
禁
H
醤
平
使
解
禁

は
解
禁
に
伴
ふ
潟
替
相
場
の
七
昇
を
利
用
す
る
矯
替
段
機
《
鵠
迎
)
を
可
能

に
ず
る
。
か
く
て
と
れ
ζ

そ
遊
説
H

過
剰
に
情
む
同
文
銀
打
資
本
に
と
っ
て

好
個
の
酎
象
で
あ
っ
た
。
そ
れ
の
み
で
は
な
い

e
t昇
を
る
嬬
替
相
場
は

も
っ
亡
資
本
逃
避
を
も
可
胞
と
す
る
。
資
本
逃
避
は
必
ず
し
も
鰭
替
相
場

下
落
に
乗
巳
て
お
ζ

る
の
み
で
は
な
く
、
閣
内
に
安
全
な
る
摂
資
口
を
見

同
せ
ぬ
遊
資
存
在
円
燦
件
の
下
で
は
む
し
ろ
上
昇
と
そ
逃
避
の
基
擦
を
き

去
興
え
る
も
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
る

o
E椀
渡
的
(
古
砦
括
的
)
な
理
論
に

す
一
え
ら
れ
た
金
解
禁
論
の
底
に
は
と
の
よ
う
な
一
石
二
品
を
ね
ら
う
金
融

喬
木
の
意
闘
が
秘
め
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

か
つ
亡
解
禁
を
時
間
隠
し
た
金
融
資
本
は
今
や
そ
の
主
導
者
ち
あ
っ
た
。

そ
れ
は
ニ
九
年
七
月
政
友
曾
内
閣
を
葬
り
、
演
日
民
政
熊
内
閣
を
賢
現
せ

し
め
八
何
枇
な
ら
凡
政
事
』
そ
多
年
金
醐
禁
φ
h
H
行
守
一
の
政
制
芭
し
た
政
端
で
あ
る
)
、
金

解
禁
の
大
道
を
確
立
せ
し
め
る
ζ

と
と
な
る
。
「
制
済
の
常
道
へ
の
復
蹄

L

、
「
不
健
全
な
財
政
の
根
本
的
建
直
し
」
「
震
莱
合
埋
化
」
「
消
費
節

約
」
の
ス
ロ
ー
ガ
y
と
そ
政
府
に
よ
っ
て
興
え
ら
れ
た
解
禁
讃
美
の
ス
ロ

ー
ガ
シ
で
あ
っ
た
。
井
上
臓
相
、
=
一
菱
の
伏
言
者
山
富
宗
文
、
は
古
典
的



論
を
も
っ
て
と
れ
を
理
論
.
つ
け
て
い
る
。
土
方
日
銀
綿
裁
、
深
井
英
吾
も

亦
解
禁
の
意
義
と
閑
民
の
現
悟
を
強
調
し
て
い
る
@

バ
た
が
政
府
首
局
者
が
金
解
禁
を
も
っ
と
一
切
が
解
決
き
れ
る
1r一
考
え
て

い
た
と
断
ず
る
こ
、
と
は
問
来
な
い
。
彼
等
は
金
の
念
速
な
疏
出
を
恐
れ
て

い
た
。
な
ぜ
な
ら
そ
れ
は
置
も
に
本
位
制
度
の
尉
壊
・
解
禁
政
策
そ
の
も

の

の

念

速

な

否

定

で

島

っ

た

か

ち

で

島

る

。

叶

汁

叉
深
井
英
吾
は
通
貨
量
の
調
節
に
よ
っ
亡
閑
際
収
支
と
金
の
移
動
を
簡

。

車
に
左
右
出
来
な
い
と
と
を
知
つ
亡
い
た
e
だ
が
彼
は
故
意
に
h
金
融
緩

漫
下
の
際
に
は
金
流
問
の
畑
町
な
し
、
正
し
解
禁
の
主
活
性
を
主
張
し
て
い

る
@

話
川
そ
の
民
体
的
実
は
れ
は
ニ
入
年
十
月
二
一
日
の
東
丙
手
形
交

換
肝
組
合
銀
行
の
争
解
禁
即
行
決
議
で
あ
る
。
仰
山
室
吉
示
文

「
金
解
禁
を
中
心
止
せ
る
我
同
組
隣
及
余
融
」
同
「
金
肝
禁
を
即
時
断

行
せ
よ
」
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
昭
和
三
年
十
一
月
十
五
日
号
、
井
ト

L

準
之
助

論
惑
一
、
一
一
、
三
金
各
所
間
隠
代
日
本
銀
丙
総
裁
講
演
集
]
V

M
g
l
M
活
向
升
英
吾
「
通
質
問
問
と
し
て
の
金
解
禁
」
司
足
。

仰
傑
什
ザ
九
五
は
前
掲
吉
岡
M
N
C
田
!
?
一
包
吋
仰
向
ト
一
司
M
H
C

(
そ
白
=
)
か
〈
て
政
府
は
金
解
純
一
準
備
の
途
と
に
上
る
。
財
政
を

緊
縮
し
、
阿
佐
地
方
伎
の
栴
加
を
抑
制
L
、
も
っ
て
公
債
市
伎
の
減
倒
を

防
衛
し
つ
つ
、
悶
民
の
聞
に
は
甫
費
節
約
の
大
カ
ン
バ
ニ
ア
を
敢
行
し
て

入
超
防
衛
の
敵
勢
を
と
り
、
同
時
に
枯
渇
せ
る
在
外
正
貨
を
補
完
十
る
た

ー
め
政
府
は
民
金
銀
行
を
し
て
外
貨
一
貫
金
円
質
上
げ
を
行
は
し
め
た
。
そ
り

政
問
中
央
銀
行
政
策
史
の
一
断

結
果
ニ
九
年
六
月
末
入
千
三
百
万
円
(
睦
府
日
開
討
)
に
統
少
し
て
い
た
在
外

王
貨
は
十
一
月
中
旬
に
は
ニ
憶
さ
千
万
円
に
回
復
し
た
が
、
き
ち
に
正
金

は
政
府
お
よ
び
日
銀
援
助
の
も
と
に
そ
ル
ガ
ン
商
品
聞
を
主
班
と
す
る
ア
メ

リ
カ
金
融
固
と
の
聞
に
二
千
五
百
万
ド
ル
、
ウ
エ
ス
ト
ミ
シ
ス
タ
ー
銀
行

を
主
班
と
す
る
ロ
ン
ド
シ
銀
行
固
と
五
百
万
ポ
ン
ド
、
計
一
億
円
の
グ
レ

ジ
ツ
ト
設
定
に
成
功
し
、
ま
た
英
米
中
央
銀
行
取
わ
が
金
解
禁

ιモ
ラ
ル

サ
ポ
ー
ト
を
輿
え
る
旨
日
銀
に
針

L
表
明
し
た
。
且
わ
が
民
間
大
銀
行
も

営
周
の
方
針
に
協
力
し
解
禁
に
た
る
と
も
内
地
資
金
を
海
外
に
移
す
よ
う

な
と
と
を
や
ら
な
い
旨
の
訴
解
を
な
し
、
ま
た
海
外
金
利
も
低
下
し
た
白

で
こ
ζ
に
巨
額
の
正
貨
流
出
の
恐
れ
な
し
と
見
ら
れ
る
に
到
り
政
府
位
十

一
月
一
一
一
日
大
蔵
省
令
を
も
っ
て
一
一
一

O
年
一
月
十
一
日
を
矧

L
金
解
禁
を

断
行
す
る
と
と
を
公
布
し
h
Q

だ
が
ζ

の
様
な
金
融
資
本
の
諒
解
は
箇
作
さ
れ
な
か
っ
た
。
金
融
警
本

は
一
石
三
烏
を
日
指
し
で
い
た
の
で
あ
る
。
モ

L
C
E
金
・
日
銀
・
政
府

合
作
の
在
外
E
貨
車
備
と
針
外
借
款
と
そ
、

ζ

の
上
う
な
い
「
れ
は
潟
替

授
叫
怖
と
資
本
逃
避
に
奉
仕
す
る
も
の
に
他
な
ら
な
か
っ
た
の
百
あ
る
@

(
世
通
)

話

ω
昭
和
財
界
史

-
V
2

ω
昭
和
財
界
史
司
!
盟

我
関
金
融
制
度
の
訓
究

H

M

g

〔
そ
白
=
一
〕
二
九
年
七
月
旧
中
内
閣
盃
友
金
)
の
瓦
解
・
泊
日
内
闘

の
成
立
・
金
解
抜
方
針
の
控
明
よ
り
十
二
月
に
到
る
院
紫
準
備
期
に
お
い

第
七
十
一
念

O 
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我
問
中
央
銀
行
政
慌
史
の
一
一
剛

て
日
本
銀
行
は
如
何

rそ
の
成
立
に
助
力
し
た
か
、
既
述
芝
る
正
金
援
助

以
外
に
解
禁
質
七
上
の
腕
害
除
安
の
た
め
の
円
銀
の
努
力
に
つ
い
て
一
瞥

可
し
ト
I
臥

K
J

。

既
述
せ
る
如
〈
日
銀
統
制
力
の
未
問
僚
は
民
間
預
金
の
増
大
に
そ
め
指

標
を
見
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
解
禁
後
金
利
高
の
海
外
に
流
出
す
る
お

そ
わ
や
」
感
知
寄
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
潟
梓
授
問
問
に
目
を
つ
む
っ
た
政
府

も
と
の
資
本
逃
避
に
は
問
を
つ
む
り
得
な
か
っ
た
。
何
故
な
ら
そ
れ
は
金

流
出
の
激
滑
に
よ
る
ヂ
プ
レ
担
程
の
合
連
他
を
ま
ね
き
、
綱
体
と
し
て
り

日
本
資
本
主
義
の
体
制
的
危
険
を
傾
成
す
る
・
も
の
で
あ
り
本
位
制
度
の
崩

壊
は
金
解
禁
そ
の
も
の
の
目
的
を
持
折
さ
せ
る
だ
け
で
な
〈
、
そ
の
本
賓

の
暴
寄
せ
し
め
る
も
の
芭
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

V

一
と
に
金
融
資
本
を
補
位
代
行
す
る
糟
力
的
良
心
〔
円
一
〕
が
宿
っ
て
い

た
。
主
さ
に
そ
の
良
心
と
そ
、
デ
フ
レ
過
程
へ
の
道
を
二
入
阜
の
三
・
一

主
事
件
二
九
年
の
四
・
一
六
事
件
忙
よ
句
清
掃
し
た
そ
の
も
の
で
あ
っ
た

の
だ
が
。

か
く
て
日
銀
統
制
力
の
阿
復
円
必
要
は
既
に
解
禁
識
が
漣
厚
と
な
っ
た

五
月
以
来
強
調
さ
れ
、
そ
の
一
っ
と

L
E
特
融
庭
理
が
日
程
に
上
っ
た
。

け
れ

E
も
特
訓
総
額
の
す
べ
て
は
同
定
的
不
良
貸
出
で
あ
り
、
そ
の
四

O

%
は
不
動
歪
で
あ
る
た
め
慮
分
出
来
ず
、
特
融
の
締
切
以
来
一
ヶ
年
号
樫

過
し
た
二
九
年
五
月
の
回
肺
率
は
一
割
弱
に
す
ぎ
ず
、
十
一
月
末
五
隠
九

千
八
百
万
円
や
一
四
惜
し
て
い
た
。
即
ち
と
の
聞
か
ら
の
統
制
カ
の
回
復
慣
は

そ
の
賢
を
濯
げ
え
な
か
っ
介
。
そ
の
他
民
間
預
金
主
中
盟
刊
の
同
盟
問
金
)
に

第
七
十
一
巻

。

五
六

第
四
競

利
息
を
附

L
一
定
の
期
間
と
れ
を
緊
縛
す
る
方
策
も
論
議
に
ト
っ
た
だ
け

で
結
局
宣
施
き
れ
な
か
っ
む
そ
こ
で
第
三
円
方
策

E
し
て
政
府
瑳
行
的

大
蔵
省
詮
券
毛
乎
五
百
万
円
)
の
う
ち
目
銀
引
受
に
か
か
ゐ
三
千
王
百
万
円

を
十
月
、
市
場
に
習
却
す
る
と
い
ム
瑚
縫
的
針
策
に
終
る
の
で
あ
臼
o

そ

れ
は
何
ら
民
間
預
金
の
吸
取
を
賢
現
ず
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
白
金
融
資

木
は
と
の
よ
う
な
政
府
日
銀
の
制
策
を
一
方
で
は
同
己
の
白
川
に
動
員
し
、

一
方
過
程
の
同
滑
な
る
進
行
に
よ
っ
て
危
機
の
激
成
を
被
混
ぜ
ん
と
す

る
峡
府
日
銀
の
剖
策
を
無
力
伯
せ
し
め
つ
つ
自
己
の
腕
諜
準
備
に
い
そ
し

む
@
解
禁
気
涯
の
濃
厚
と
な
っ
た
二
九
年
九
月
諸
銀
行
此
所
有
の
関
山
田
そ

の
他
有
償
誰
券
を
買
却
し
亡
と
れ
を
香
金
化
し
つ
つ
あ
っ
た
。
入
月
中
の

み
で
も
東
京
大
阪
恵
子
形
交
換
所
吐
唱
銀
行
の
有
仰
談
悲
の
減
少
額
は
五

千
一
↓
一
百
万
円
に
上
っ
て
い
た
の
で
あ
わ
@
僅
か
三
千
五
百
万
円
の
オ
ペ
レ

ー
シ
ョ
ン
の
活
用
し
う
る
余
地
位
少
な
か
っ
た
の

eあ
る
@

日
京
銀
行
・
政
府
は
か
〈
の
如
〈
金
融
資
本
の
挙
中

rあ
っ
て
か
か
る

禰
縫
的
酎
策
を
も
っ
て
鴎
民
世
間
柄
闘
し
つ
つ
盛
岡
賢
本

r奉
仕
す
る
の
で

あ
る
。正

金
・
日
銀
・
政
府
合
作
の
在
外
巴
貨
補
充
、
職
問
ド
ル
F
J
持
の
封
筒
は

む
し
ろ
巨
大
銀
行
が
在
外
相
明
行
よ
り
ド
λ
責
金
を
借
受
け
て
そ
れ
を
賀
却

し
て
内
を
入
手
し
、
解
品
川
俊
上
回
升
し
た
矯
替
相
場
で
ド
凡
を
入
手
し
か
つ

て
の
ド
ル
債
務
を
返
済
し
も
っ
て
義
金
を
入
手
す
る
矯
持
投
機
そ
の
も
の

の
賢
臆
氾
程
で
あ
っ
た
の

Cr
だ
が
と
の
よ
う
な
事
貨
を
故
誌
に
か
隠
蔽

し
つ
つ
お
外
の
二
九
年
の
大
恐
怖
の
勃
設
に
よ
る
金
利
安
忙
よ
っ
て
背
本



逃
避
の
存
荘
を
杏
託
す
る
然
観
論
が
財
界
を
支
配
し
て
い
た
の
で
あ
る
Q

遊
資
比
m浴
と
緊
縮
政
策
に
よ
る
金
詰
り
、
と
の
二
律
背
反
の
中
に
金
解

禁
は
断
行
さ
れ
る
の

E
あ
る
。

か
つ
て
日
遊
詩
救
耐
聞
の
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
イ
ン
フ
レ
防
止
と
銘
う
っ

て
行
ひ
、
今
や
解
禁
に
よ
る
景
気
阿
復
を
鼓
吹
し
つ
つ
捌
縫
的
オ
ベ
レ
ー

シ
ヨ
ン
に
上
っ
て
犬
衆
乞
偶
闘
し
、
か
つ
は
馬
辞
投
機
を
吃
挺
し
つ
つ
金

融
資
本
を
補
強
代
位
す
る
。
こ
れ
が
事
儲
町
本
質
な
の
E
あ
る
。
中
立
た

る
べ
き
政
府
・
日
銀
の
如
何
に
大
衆
の
自
由
を
抑
制
す
る
こ
と
に
強
力
で

あ
り
、
資
本
の
自
由
に
潤
し
て
弱
々
し
吉
こ
と
か
c

古
川
矢
尾
悦
正
雄
寸
昭
和
金
融
政
策
史
」
M
V
H
H
N

年
史
昭
和
四

年
版
H

M

E

同
年
史
四
年
版
司
忠
可
陸
中
l
世
間
民
間
預
金

は
由
時
四
宮
台
を
上
下
し
ζ

い

る

。

間

同

H
M
h
a
H
M

史
問

山
間
同
H
M
一
色
刷
深
川
英
語
「
回
顧
七
十
年
」
司
認
止
-

M
古
川
刷
前
掲
「
通
貨
向
屈
と
し
亡
の
金
解
禁
」
司
回
目
年
史
四

年
版
咽
信
田解

禁
下
の
日
本
銀
行
政
策

〔
そ
の
ご
一
九
ニ
九
年
に
は
じ
ま
る
祉
界
大
恐
慌
の
中
に
開
始
さ

れ
た
金
解
禁
は
果
し
て
金
融
資
本
の
ね
ら
ふ
一
右
二
鳥
を
成
功
せ
し
め
た

か。
井
上
脳
相
は
は
じ
め
幸
少
の
流
出
は
生
ず
る
だ
ろ
に
ゾ
が
、
や
が
ζ

職
出

増
大
に
よ
っ

τ止
む
だ
ろ
う
と
予
言
し
て
い
た
の
で
あ
O
が
、
予
想
に
区

我
闘
中
央
銀
行
政
策
史
の
一
働

し
て
念
澱
な
正
貨
流
出
を
算
し
た
。
正
貨
流
出
と
共
に
通
貨
の
牧
縮
が
も

た
ら
き
れ
、
モ
れ
は
物
似
下
落
と
不
況
を
強
化
し
た
。
と
こ
ろ
が
岡
際
的

に
み
れ
ば
日
本
の
物
倒
は
僻
禁
に
伴
ム
鵠
替
相
場
回
復
と
世
界
的
恐
慌
の

共
同
院
に
伴
ふ
各
岡
物
債
の
岳
連
な
下
落
の
た
め
、
悶
際
的
に
は
制
高
を
一
部

L
、
需
要
の
滅
退
と
と
も
に
、
予
期
さ
れ
た
物
倒
肝
日
端
、
生
建
費
低
下
、

陳
出
場
進

1
l
景
気
凶
ム
慢
の
企
闘
は
回
併
に
師
し
た
。
念
激
な
正
岱
流

出
は
大
体
三
つ
の
波
を
打
つ
止
。
阿
国
一
段
は
一
一
一

O
年
一
月
に
は
じ
古
り
五

且
に
終
る
も
の
で
こ
れ
は
金
本
位
向
帥
に
伴
ふ
外
資
の
師
遮
・
州
円
悶
借
入

金
返
簡
の
た
め
の
送
金
を
問
機
と
し
約
二
億
三
千
五
百
万
河
内

E
貨
を
失

っ
た
。
と
の
列
売
の
師
泣
・
外
間
借
入
金
の
返
慣
は
結
局
解
禁
見
越
の
筒

替
投
機
(
住
地
)
の
完
成
で
あ
る
こ
と
は
い
ふ
ま
で
も
な
い
。
第
二
の
波
は

同
年
入
月
か
ら
十
一
月
ま
で
の
、
も
の
で
金
紙
入
千
万
円
、

ζ

れ
は
新
外
債

(=一
G
年
五
月
荒
木
下
山
相
す
れ
た
〒
在
日
俳
キ
利
耐
政
府
主
と
に
出
叫
す
る
内
地
か
ら
の
謄

募
及
び
既
滋
外
貨
債
の
逆
輸
入
に
よ
る
送
金
岬
ち
資
本
逃
避
が
主
た
る
原

因
下
込
っ
た
。
か
か
る
外
佐
授
賞
が
内
地
に
陥
質
な
投
資
口
を
見
出
せ
ぬ

こ
土
に
よ
り
起
フ
た
こ
と
は
前
述
り
場
合
主
同
じ
で
あ
る
。
第
=
ゴ
り
澱
は

満
州
事
問
問
一
勃
殺
と
英
金
本
位
停
止
後
加
速
度
的
に
橋
大

L
再
禁
止
に
到
る

ま
で
の
四
億
一
千
万
円
に
上
る
も
の
で
、
こ
れ
は
再
深
川

ι円
下
落
見
越
の

潟
梓
投
機
、
所
間
ド
ル
買
を
中
心
と
す
る
も
の
で
あ
九
た
1
以
と
に
明
ら

か
な
如
〈
そ
れ
は
潟
替
投
機
と
資
本
逃
避
が
宇
一
た
る
原
因
で
あ
っ
た
。
そ

し
て
そ
れ
は
戦
闘
巨
大
銀
行
の
み
で
な
〈
外
岡
銀
行
が
大
き
な
ウ
エ
イ
ト

ぞ
も
っ
て
い
が
と
と
は
住
目
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

第
七
十
一
程

O 

第
四
競

五
七



我
問
中
央
銀
行
政
熊
史
的
一
附

か
く
て
正
針
準
備
は
解
峰
山
直
前
の
一
O
低
七
千
万
円
か
ら
再
品
川
止
の
三

一
年
十
二
日
に
は
四
億
三
千
万
円
に
政
少
し
た
。
不
況
の
注
目
院
は
金
制
資

本
そ
の
も
の
の
基
礎
を
制
持
せ
し
め
た

Q

震
存
段
機
に
よ
り
利
潤
を
掌
握
し
た
銀
行
資
本
は
集
中
の
促
冶
(
コ
百
年

預
命
全
問
刊
行
の
一
一
六
%
一
一
二
年
一
一
一
λ
色
に
も
拘
ら
ず
遂
に
起
債
市
場
不
慣
株
伯

下
落
こ
さ
二
四
年
一
口
口
ピ
し
て
一
一
一
0
1
R
月
七
回
・
十
月
さ
三
、
公
伏
前
下
り

の
打
曜
を
う
け
、
同
時
に
誇
業
界
の
不
振
は
預
金
紋
と
回
収
維
に
よ
っ
亡

、
銀
行
主
の
も
の
の
存
立
を
お
び
ι
で
す
か
し
た
。
も
と
よ
り
産
業
持
部
聞
に

お
け
る
澗
市
・
集
中
の
強
ル
仰
は
弱
沙
斉
木
の
併
合
を
促
進
し
た
が
、
不
況

は
濁
市
を
も
と
ら
え
て
い
た
@

お
く
し
て
金
融
賛
本
は
金
解
禁
に
よ
る
そ
町
集
中
効
果
、
授
刑
判
利
駆
動

果
を
手
中
に
お
さ
め
る
や
全
体
制
の
危
機
に
商
面
し
に
解
禁
H
デ
フ
レ
政

策
を
放
黙
し
、
泡
に
再
禁
止
H
イ
ン
ア
レ
政
被
え
の
持
換
に
よ
っ
亡
危
機

を
抑
制
せ
ん
と
す
る
の
で
あ
る
。
彼
等
日
解
禁
か
ら
再
禁
止
へ
の
政
策
特

換
過
程
を
隅
々
に
わ
た
っ
て
利
用
し
又
日
ら
そ
の
過
程
を
押
し
進
め
た
の

で
島
っ
た
。

註

ω
揖
百
他
=
氏
共
著
「
百
本
に
お
け
る
資
本
主
義
の
時
間
違
L

上

回M
H

富
山

m
g

問
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
編
「
寵
済
十
年
史
」
日
V
H
G
H

昭
和
財
界
史
司
宙
開
刷
一
一
一
O
午
七
月
末
以
降
三
一
年
十
二
月
十

二
日
に
至
る
聞
に
E
金
が
質
岡
崎
じ
た
内
課
は
弐
の
如
き
も
の
で
あ
る
。

第
七
十
一
栓

コ一

O
四

筋
四
枕

ま王
入

一
帯
一

1

一

-
5

一

則

一

り

F

広
仙
ー
に
川
L
I
l
-
-

に
|
い
川
L

弓
よ

:

一

i
t

q
l一
回

一

回

訓

臼

回

目

叫

日

一

印

刷

一

嵐

山
山
手
金
一

J
一

¥

プ

1

一
7

一

肌

収

山
副
司
必
附
一
刑
制
骨
託
一
叫
」
璃
附

金
問
一

r
一
日
間
一
ナ

F

前

銀

銀

釘

物

信

一

、

一

「

一

胡

6
栢

一

一

上

一

の

計

一

時

和

本

主
一

f
一
間
一
心
テ
唯
一
友
井
出
笠
井
井
一
。
一
言
一
昭
日

銀
一
外
石
同
一
住
一
一
一
コ
=
一
一
一
一
一

7
十

一

僻

ω
一
九
三
O
l
=
一
一
年
の
曾
匹
減
資
制
七
億
三
千
万
円
、
昨
散
し

た
A

何
回
?
血
的
背
本
金
一
O
億
四
千
方
円
休
業
銀
行
五
七
作
。
前
掲
「
殻

連
」
噌
見
。

l
目白

(
そ
の
ニ
)
と
の
解
禁
」
り
再
禁
止
の
過
程
に
お
い
て
我
が
中
央
銀

行
は
い
b
に
与
の
操
作
を
龍
押
し
且
レ
か
な
る
効
果
を
昆
げ
た
か
、
を
取

上
げ
て
み
よ
う
G

円
イ
〕
金
利
政
策
お
び
た
だ
し
い

E
貸
出
川
出
、
そ
れ
に
射
し
て
日
銀
は

如
何
な
る
手
段
を
と
っ
た
か
。

正
貨
の
念
激
な
疏
出
に
つ
れ
て
党
換
器
流
通
高
も
古
た
収
縮
し
た
が
、

現
送
賢
金
が
主
と
し
て
市
場
遊
詩
或
い
は
日
銀
預
金
{
見
回
雨
量
)
の
引
山
し

に
よ
っ
て
賄
位
れ
た
上
に
、
不
況
の
た
め
資
金
需
要
も
破
っ
た
結
果
正
貨

流
出
町
激
し
か
っ
た
三
O
年
一
月
|
|
五
月
鼠
盟
主
控
に
も
そ
の
わ
り

に
金
利
仕
品
騰
し
な
か
っ
た
Q

〈
古
剛
信
組
貨
理
耐
の
破
錠
)
も
と
よ
り
株
式
市



場
不
阪
と
林
償

J
%に
よ
り
長
期
金
利
は
事
費
上
、
上
昇
し
、
金
融
逼
塞

ー
を
極
め
て
い
た
が
、
一
面
市
中
銀
行
に
は
遊
資
横
溢
し
、
市
中
金
利
は
上

が
ら
な
か
っ
た
員
削
金
利

E
黒
川
合
刊
の
背
離
)
Q

だ
が
貸
出
は
厳
重
に
引
締
め

ち
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
日
銀
の
金
利
操
作
は
既
に
の
ベ
た
事
貨
に
よ
り

そ
の
効
果
を
設
同
伴
す
る
余
地
は
な
〈
、
む
し
ろ
不
況
針
策
に
か
こ
つ
吋
℃

間
銀
利
下
げ
が
阿
闘
腕
古
れ
た
。
か
く
て
八
月
八
日
の
郵
但
貯
金
利
率
引
ノ

下
げ
に
績
し
て
所
詞
第
二
波
の
正
貨
流
出
が
や
や
哀
勢
に
な
っ
た
十
月
七

日
、
日
銀
利
下
げ
が
寅
行
き
れ
る
こ
と
に
な
る
。
勿
論
ζ

の
低
金
利
策
仏

何
島
根
本
的
な
不
況
針
策
で
は
な
か
っ
た
が
、
択
の
ご
と
き
効
能
を
も
っ

て
い
た
G

即
ち
郵
貯
の
利
下
げ
は
玉
大
銀
朽
預
金
の
減
少
(
前
年
末
じ
北
し
さ

O
年
上
胴
末
二
千
六
百
苫
円
単
品
誠
少
の
理
山
首
記
せ
る
如
ー
と
な
る
事
慢
に
鑑
み
、

農
村
貸
金
の
都
市
銀
行
俣
市
を
助
長
す
る
と
と
に
よ
っ

τ士
銀
行
の
減
少

。

を
ヵ
メ
ー
す
ベ
〈
行
は
れ
た
の
で
あ
り
、
日
銀
利
干
げ
川
い
れ
山
信
株
式
の
念

の

激
仕
下
落
防
止
2
人
心
制
限
剰
を
間
関
し
乙
せ
る
も
り
で
あ
っ
去
。

一
一
二
年
に
入
る
や
三
ハ
)
年
下
期
よ
り
の
不
況
針
策
と
し
て
の
政
府
の
資

金
撒
靴
、
料
相
削
附
係
撒
布
資
金
の
岡
疏
縁
組
ヤ
地
方
銀
行
資
金
の
都
市
へ

の
移
動
に
よ
り
都
市
大
銀
行
は
資
金
の
閉
溢
に
陥
り
六
月
に
は
コ
ー
ル
日

歩
コ
一
出
の
安
似
に
陥
り
、
途
に
肝
料
金
利
に
針
す
る
針
慌
が
要
市
南
苫
れ
る
に

到
っ
た
。
だ
が
こ
の
金
融
綬
起
は
局
部
的
な
も
の
で
あ
り
恢
金
利
は
長
期

金
利
に
及
ば
す
、
勿
論
、
農
業
、
地
方
霞
来
に
及
ば
ず
何
ら
産
業
界
に
効

慨
を
典
与
え
る
も
の
で
は
な
か
っ

h
o
政
府
は
こ
れ
に
封
し
大
殿
省
酒
葬
の

入
札
賢
を
箆
行
し
遊
資
輸
溢
に
針

L
、
挺
子
入
れ
を
行
ふ
の
で
あ
る
。

我
間
中
央
銀
行
政
策
史
の
一
蜘

三
一
年
九
月
満
州
事
盤
納
涼
主
英
闘
の
金
本
位
停
広
は
「
ポ
ン
ド
の
悲

劇
」
と
共
に
「
円
の
悲
劇
」
を
予
想
せ
し
め
同
年
下
期
信
替
投
機

H所
開

ド
ル
買
の
盛
行
と
な
り
(
所
担
流
出
の
第
三
部

1

E
貨
流
出
は
再
禁
止
ま
で

四
億
四
千
万
円
〈
下
削
計

V

に
上
る
。
か
く
て
日
銀
付
従
来
の
低
金
利
政
策

を
捨
て
、
正
賞
出
川
間
の
防
止
と
ド
λ

買
資
金
調
達
を
肉
離
な
ら
し
め
る
痛

十
月
六
日
、
十
一
月
五
阿
と
公
定
利
躍
を
ニ
鹿
宛
引
上
げ
、
外
貨
邦
債
を

貸
出
捻
保
か
ら
除
外
し
、
一
般
貸
出
も
巌
謎
方
針
を
も
っ
て
臨
み
、
正
金

ま
た
現
送
賞
金
(
凶
器
劫
特
哲
雪
を
コ
ー
ル
市
場
か
ち
吸
収
す
る
な
ど
、
政

府
・
日
銀
・
正
金
一
体
と
な
っ
て
防
衛
肢
を
展
開
す
る
。
だ
が
果
し
て
こ

の
防
衛
取
の
師
、
の
内
静
作
如
何
。
市
中
銀
行
の
ド
λ

貝
賞
金
の
調
達
比
ま

ず
日
銀
預
金
に
」
っ
て
ま
か
な
は
れ
た
。
(
九
月
十
九
日
よ
り
舟
鵠
止
前
日
の
十
コ

周
士
一
日
ま
で
の
同
刊
金
の
醐
少
制
約
一
日
制
四
千
万
円
仁
よ
る
)
預
金
の
念
減
・
枯
淘
と

同
時
に
彼
等
は
死
駒
社
ひ
に
な
っ
て
貸
出
の
四
枚
を
し
そ
ぎ
或
日
げ
は
手
持

誇
鋒
の
時
間
金
化
を
は
か
っ
た
。
貸
出
合
間
収
は
不
況
下
悶
難
を
極
め
た
の

で
手
持
有
悩
詑
努
の
資
金
化
が
行
わ
れ
た
。
三
一
証
九
月
末
よ
り
ト
二
月

末
ま
で
の
六
都
市
手
形
変
換
所
加
入
普
通
銀
市
の
有
恒
設
俸
の
減
少
糊
約

一
億
九
千
方
円
は
こ
の
一
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
内
ー
が
そ
れ
以
上
位
何
ド

よ
っ
て
調
達
さ
れ
た
か
、
壬
れ
は
日
銀
貸
出
に
よ
っ
て
で
あ
る
。
日
銀
の

貸
出
制
限
に
拘
ら
ず
日
銀
貸
出
残
高
は
九
月
十
九
日
よ
り
十
二
月
十
二
日

ま
で
割
引
手
形
に
よ
る
貸
出
残
を
見
る
と
入
千
三
百
万
円
の
増
加
を
示
し

て
を
九
以
上
の
総
計
は
略
九
月
以
降
の
ド
刀
買
総
額
四
億
一
千
万
円

r見

合
っ
て
い
る
と
と
は
こ
の
こ
と
を
如
質
に
物
語
る
ー
も
の
で
あ
ろ
う
。
か
か

第
七
十
一
念

。
王

五
九

第
四
掠



我
闘
中
央
銀
行
政
策
史
の
一
附

る
渦
程
即
ち
篤
替
投
機
の
た
め
の
資
金
需
要
は
首
然
金
融
を
、
逼
迫
せ
し
め

た
。
短
期
金
利
は
一
一
聞
に
念
臨
し
、
同
時
に
鐙
#
貰
増
は
長
期
金
利
を
い

/
¥
高
め
、
ヰ
形
割
引
は
減
少
し
た
。
金
詰
り
は
一
段
と
強
化
さ
れ
た
。

政
府
・
日
銀
・
拝
金
の
ド
凡
統
制
費
及
び
金
流
出
防
衛
戦
〉
は
か
く
の
如

き
内
特
を
も
亡
る
も
の
で
あ
っ
た
。
日
銀
は
い
は
ば
あ
げ
て
ド
ル
員
黄
金

を
補
充
し
、
岡
内
金
融
緩
和
の
美
名
の
下
に
ド
ル
買
銀
行
に
屈
服
し
、
投

機
を
抑
制
す
る
ど
と
ろ
か
こ
れ
を
助
長
し
た
の

eあ
る
。
日
銀
正
金
の
防

衛
と
モ
金
融
資
本
の
本
質
を
隠
蔽
す
る
茶
番
闘
に
他
な
ら
な
か
っ
た
。
防

衛
そ
れ
は
一
般
資
本
家
の
ド
ル
買
所
商
大
衆
買
を
抑
制
し
た
に
す
ぎ
な
か

っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
か
か
る
過
程
に
お
い
て
も
た
ら
六
一
れ
た
極
肢
の

金
融
組
柏
町
尻

hrひ
も
亦
日
銀
に
よ
っ
て
行
口
れ
る
の
F
あ
る

U

十
二

月
十
-
一
日
制
緩
二
六
日
迄
の
剖
引
手
形
に
よ
る
貸
出
府
二
億
円
は
と
の
ζ

と
や
ι

ー
し
て
い
る
。

か
て
し
て
金
解
禁
を
主
導
的

ι推
進
し
た
金
融
資
木

ι今
や
再
び
自
己

的
要
求
に
基
づ
い
て
解
禁
を
敵
陣
L
去
る
の
で
あ
る
。
正
貨
枯
渇
と
共
に

ド
土
貝
は
限
定
を
う
け
金
融
資
本
は
今
や
再
禁
止
と
共
に
自
己
の
基
般
を

簡
換
し
て
行
く
の
一
百
あ
る
。
何
故
な
ら
も
は
や
こ
れ
以
上
の
デ
フ
レ
政
策

仕
金
問
責
本
の
危
機
を
な
供
し
た
か
ら
万
あ
り
、
解
決
の
血
路
何
既
ド
州
内

に
伯
つ
亡
聞
か
れ
て
い
た
。

一語一

ω
コ
】
刀
〔
翌
日
物
)
最
高
一
銭
一
回
を
持
制
聞
す
る
が
闘
債
利

廻
り
は
三

O
年
一
月
五
分
凹
宅
か
ら
同
年
五
月
に
は
五
分
四
厘
と
上
昇

第
七
十
一
総

O 

第
四
蹴

O 

し
て
い
る
。
コ
ー
ル
翌
日
物
月
平
均
は
上
昇
し
土
六
月
で
も
一
銭
九
毛

で
大
五
三
年
か
ら
昭
和
三
年
記
の
平
均
一
銭
=
一
一
凪
五
宅
に
比
べ
る
と
如

何
に
低
下
か
が
推
察
さ
れ
る
。
(
東
洋
昭
済
調
)
株
式
利
廻
り
は
恐
慌
-

相
場
の
た
め
異
常
に
高
く
平
均
利
廻
め
は
一
月
七
分
七
国
王
月
九
分
λ

国
を
示
し
て
い
る
c

(
劃
銀
調
)
日
本
経
商
年
報
第
一
一
間
に
よ
る
@

旬
年
史
昭
・
」
一
へ
年
版
阿
川
町
応

g

m

同
]
V

明
白
川
同

昭
和
財
界
史
官
司
問
年
史
昭
・
七
年
肱
同

va
刷

前

掲
年
報
七
陣
所
枚
目
銀
営
業
週
報
よ
り
算
出
。
的
問
年
報
七
斡

H

V

H

司
閉
山
町
掲
週
報
よ
り
算
出
。

ω
コ
ー
ル
(
翌
日
軌
)
最
高

三
一
年
十
月
一
銭
七
回
、
十
一
月
二
銭
一
一
盟
、
十
二
月
二
銭
五
厘
、
平

均
十
一
月
一
銭
五
厘
、
十
三
月
一
銭
七
厘
と
急
騰
、
商
業
手
形
割
引
率

は
九
月
日
ソ
二
回
、
一
流
紡
績
手
形
C
入
国
〔
以
上
東
京
市
中
金
利
)

も
上
拝
し
て
い
る
。
(
京
洋
純
情
調
)
悶
低
利
廻
り
は
五
分
ニ
腫
よ
り

十
二
月
六
分
間
宅
、
株
式
割
姐
力
平
均
九
月
初
六
分
五
匝
よ
り
十
二
月

初
七
分
=
…
固
に
上
拝
。
(
働
銀
制
〕
年
報
七
都

rよ
る

。

間

前

掲
日
銀
営
業
調
報
に
よ
る
。

〔
ロ
〕
不
沼
針
策
解
禁
は
何
ら
不
況
を
克
服
す
る
も
り
で
な
く
析
界
恐

慌
の
進
展
と
共
に
徒
士
え
の
深
化
を
も
だ
ら

L
た
。
巨
額
の
疏
日
付
圏
内

の
金
詰
り
を
激
化

L
、
金
融
安
本
以
外
の
諸
産
業
資
本
位
窮
迫
を
究
め

た
。
"
で
わ
付
金
面
的
崩
壊
を
設
相
せ
し
め
た
Q

(

前
当
こ
の
針
策
と
し
て

興
銀
の
出
動
、
間
資
連
問
の
成
立
、
生
保
続
券
舎
祉
の
活
動
が
現
は
れ
る

の
で
あ
る
が
、
と
川
町
中
植
を
な
し
た
も
の
い
町
一
鎖
的
一
一
一

O
年
末
町
金
融
制

策
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
概
算
一
憶
に
上
る
単
名
手
形
を
引
受
け
る
ζ
と
に

よ
わ
事
業
官
位
・
銀
行
を
救
慨
す
る
に
あ
っ
た
。
興
銀
の
貸
出
は
閏
年
九



月
末
よ
り
十
二
月
末

γ
は
七
千
百
方
円
増
加
し
た
が
そ
の
資
金
は
弐
の
如

〈
調
達
さ
れ
た
。
即
ち
償
穿
暗
躍
行
間
千
万
円
(
内
千
五
百
万
円
子
会
部
引
受
)
正
日

銀
よ
り
の
借
入
金
三
千
万
円
で
あ
っ
止
。
し
か
も
融
通
資
金
の
不
足
す
る

場
A
n
は
日
銀
か
ら
公
社
債
冷
見
波

h
r融
資
を
う
け
、
更
に
非
常
的
場
合

作
、
優
良
喧
名
手
形
を
再
閣
す
る
と
の
読
解
車
項
を
も
含
む
，
も
の
で
あ
っ

た
Q

か
く
の
如
き
預
金
部
、
日
銀
の
バ
ヲ
グ
ア

y
プ
に
よ
る
教
画
剤
費
が

大
評
議
合
同
祉
の
金
詰
仇
り
を
綬
和
ナ
る
に
役
立
っ
た
こ
と
は
い
ふ
ぎ
で
も
な

い
。
開
銀
は
明
日
持
市
場
に
も
進
出
し
て
い
る
。
だ
が
そ
れ
は
結
局
矯
替
授

機
と
喬
本
逃
避
に
よ
る
金
詰
り
の
尻
ぬ
「
い
に
す
ぎ
な
い
。
し
か
も
同
時

に
と
の
融
費
貰
金
位
各
事
業
曾
祉
の
銀
行
か
ら
の
借
入
金
返
慣
に
聞
い
ら

れ
る
と
と
に
よ
っ
て
民
間
大
銀
行
に
間
流
し
、
一
一
一
一
年
土
期
の
遊
資
を
生

み
出
す
の
で
あ
る
。
=
二
年
末
の
興
銀
そ
の
他
特
銭
円
融
聾
出
動
も
司
様

で
島
っ
た
。
授
機
軒
抑
制
す
べ
き
日
銀
は
救
演
の
名
の
も
と
に
、
巨
大
銀

行
の
投
機
賛
金
川
肩
代
り
を
遂
行
し
、
む
し
ろ
授
機
資
金
を
作
り
出
し
て

い
る
の
で
あ
る
。

以
上
の
如
き
時
ろ

f
ベ
き
金
融
青
木
の
た
め
の
事
質
上
の
漂
揮
的
・
質

的
統
制
と
れ
こ
そ
最
的
統
制
失
敗
の
背
後
に
楕
は
る
中
央
銀
行
町
、
そ
の

中
立
性
的
護
で
島
る
。

陸

ω
詳
し
〈
は
財
界
史
同
v
g
l喝
容

照

の

こ

と

。

陶

前

掲
年
報
三
韓
司
弓

N

m
年
史
昭
・
六
年
版
司
自
!
巴

ω
年
史
昭
・
七
年
版
]
可
申
∞
|
回
世

我
闘
中
央
銀
行
政
策
史
の
一
附

(
そ
宿
三
)
二
九
年
に
始
京
る
世
界
烈
慌
の
進
展
は
常
初
の
山
知
翻

Z
ら
ゆ
る
プ
ル
ジ
ヨ
ア
早
者
・
草
委
の
)
を
長
切
っ
亡
造
可
し
危
機
の
深
他
は

資
本
の
夢
何
閣
を
打
破
っ
た
。
か
〈
亡
喬
本
主
義
諸
闘
は
そ
の
活
路
を
柿
局

地
市
場
確
保
の
た
め
の
織
烈
な
競
事
袈
に
自
己
を
見
出
さ
ね
ば
な
ら
な

か
っ
た
。
予
知
き
れ
る
も
の
は
職
手
帯
四
『
器
戦
宇
)
で
あ
り
必
要
な
る
も

の
は
軍
備
で
あ
っ
た
@
そ
し
て
円
本
は
附
界
に
先
駆
け
て
時
雫
を
開
始
し

た
の
で
弘
る
。
戦
争
は
恐
慌
の
落
し
子
で
あ
っ
た
。
性
本
は
強
力
な
支
柱

を
岡
家
財
政
に
よ
る
舟
金
撒
布
に
求
め
う
る
司
能
性
を
切
り
開
い
た
。
金

融
資
本
は
関
家
資
本
を
合
一
面
的
に
日
己
の
矯
に
動
員
す
る
。
そ
り
よ
f
J
な

体
制
に
向
っ
て
総
て
の
制
度
・
政
策
的
改
越
が
遂
行
さ
れ
る
G

だ
が
既
述

せ
る
如
く
金
解
禁
が
金
融
安
本
に
と
っ
て
失
敗
だ
っ
た
の
で
は
決

L
ζ
な

い
。
一
石
二
鳥
の
代
り
に
は
一
烏
が
こ
ろ
が
り
と
ん
だ
c
捜
機
利
潤
の
み

で
な
く
集
中
は
促
進
さ
れ
た
。
五
犬
銀
行
に
つ
い
て
と
れ
を
児
℃
も
預
金

貸
間
の
集
中
度
は
、
全
悶
普
通
銀
行
の
三
一
年
夫
々
=
一
入
%
・
一
三
一
同
と

増
加
し
た
。

巨
大
銀
行
は
全
岡
地
方
銀
行
連
盟
の
銀
行
法
〈
既
望
延
長
運
動
ナ
一
葬
り

支
聞
を
強
化
す
る
。
銀
行
政
の
減
少
は
二
九
年
一
五
五
行
、
三

O
年
一

O

宣
行
三
一
年
一

O
一
行
八
普
通
銀
行
貯
描
銀
行
計
〉
を
数
え
同
時
に
銀
行
法
延

長
運
動
の
敗
北
は
直
ち
に
無
資
格
銀
行
二
=
一
九
行
(
=
二
年
六
周
末
現
在
の

運
命
を
合
同
絵
理
に
追
い
や
る
も
の
で
あ
っ
た
。
一
か
か
る
集
中
促
進
は
も

と
よ
内
信
託
・
保
険
曾
祉
に
お
け
る
財
問
曾
祉
に
お
し
γ

て
も
見
ら
れ
た
。

産
業
に
お
い
て
も
亦
同
じ
。

第
七
十
一
程

第
四
腕

三

O
七

ム〆、



我
闘
中
央
銀
行
政
策
史
の
一
蹴

と
れ
ら
の
集
中
と
集
積
の
上
に
立
っ
て
新
た
な
前
助
が
開
始
さ
れ
る
。

そ
れ
が
何
に
よ
フ
て
も
た
ら
さ
れ
た
か
は
、
い
ふ
ま
で
も
な
か
ら

4
0
渚

大
た
閤
家
機
構
わ
け
て
も
中
央
銀
行
の
支
援
に
よ
っ
亡
な
の
だ
。
民
政
篇

内
閣
は
問
己
の
使
命
を
諮
り
政
友
需
犬
寮
内
閣
(
高
捕
時
相
v

に
パ
ト
シ
を

渡
す
臼
新
内
閣
は
十
二
月
十
三

H
成
立
し
同
日
大
賊
省
令
を
も
っ
て
再
禁

止
や
断
待
し
十
七
日
緊
念
刺
令
を
も
っ
て
党
換
停
止
を
寅
施
す
る
。
か
つ

て
の
解
禁
論
塙
は
い
ま
す
べ
て
再
禁
止
の
知
情
を
唱
和
し
た
@
金
融
脊
本

の
バ
ッ
グ
ボ
-
ン
円
程
と
の
震
の
中
に
問
己
の
編
成
雲
行
い
血

性
を
す
か
ざ
し
て
新
な
る
体
制
に
震
工
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
刈

て
は
亦
稿
を
改
め
て
論
ず
る
と
と
に
し
上
う
む

(
追
記
)
本
研
究
は
昭
和
二
七
年
度
究
部
省
研
究
助
成
金
に
よ
る
研

究
の
一
部
で
あ
る
Q

(

一
九
五
三
・
二
・
入
・
)

第
七
十
一
省忠告i度

一二

O
入

執主基野

第
四
掠

筆
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敬
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六
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介京
都
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串
教
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ー
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へ
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兜

五
都
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研
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山
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京
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犬
壊
助
手


